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Ⅰ.  国際文化コミュニケーション学科よりご挨拶

日頃より本学科の教育にご理解いただいておりますこと、改めて感謝申し上げます。

3年にわたり世界を苦しめた新型コロナウィルス感染症は、ようやく収束局面に入りました。

本学の教育教務も、通常運転に戻りつつあります。キャンパスに学生たちの笑い声の響く、この当たり前の日々の当たり前の風景
がどれほど貴重であるかをしみじみとかみしめながら、なお残る感染再拡大の危険に備え、最大限の注意を払い、学生の皆さんの
学びを守るべく、東洋大学では、教職員一同断固たる意志をもって、取り組んでおります。

パンデミック中も本学では、最新の技術、ツールを駆使して、学びの継続を図ってきました。その際に導入したオンラインツール、IT
設備などは、はからずも本学の学びや国際交流に新しい躍動をもたらしました。大きな試練、災厄は、苦痛を伴いますが、それを乗
り越えることで、人間を強くするということを、改めて実感しております。

今、ご存知のように国際社会は新たな試練の時を迎えています。しかし一人一人の力を合わせて、この世界に希望をもちつづけた
い、国際社会の平和に貢献できる若者の育成こそが、私たち国際文化コミュニケーション学科の使命であると、一同決意を新たにし
ているところです。

引き続き本学科の教育にお力添えをくださいますよう、伏してお願い申し上げます。

国際文化コミュニケーション学科



Ⅱ . 国際文化コミュニケーション学科の概要

学科のコンセプト



★１年次から「英語＋１言
語」の語学力を定着させ、
異文化理解・文化間コミュ
ニケーションの基礎を学
ぶ。（入門ゼミナールの所
属）

★２年次からは自身の興
味に応じて所属ゼミナー
ルを選択し、語学力・文化
理解力の向上をめざす。

★２年次後半から３年次
は、自主的な“学び”の実
践期間。中・長期留学は
この時期がベスト。

★４年次は所属ゼミナー
ルでの卒業論文作成を中
心とした“学び”の集大成。

学科の４つの柱と学びの流れ

Ⅱ. 国際文化コミュニケーション学科の概要

高度な
英語力

英語圏文
化への理
解/英語

教育能力
の獲得

ドイツ語

ドイツ語
圏文化へ
の理解

日本文化
への理解

外国人に
対する
日本語

教育能力
の獲得

フランス語

フランス語
圏文化へ
の理解

英語コミュニケーション力＋１外国語＋多文化理解
基盤教育・キャリア教育・資格教育



学科の５大特長

2）言語・文化・コミュニケーション
の教育の融合

1） 充実した外国語指導

3）学内での異文化交流の実現

4）留学しやすい体制

5）アクティブな学びと将来への目配り

Ⅱ. 国際文化コミュニケーション学科の概要



１） 「充実した外国語指導」とは

� 必修科目の英語→高度の運用能力

1年次から確実な英語力を身につける

� 英語 + ドイツ語/フランス語/中国語（留学生は日本語）

� コミュニケーション力向上にむけて

「読む・書く・聞く・話す」の技能をバランスよく身につける

� 留学を視野に入れた語学学習

� 外国人講師の授業も充実

� TOEICほか多くの外部外国語検定試験受験を推奨

学内での無料実施試験も



� 「文化」とは 人間の社会集団に、長い時をかけて蓄積、継承されて
きた思考、行動のすべてを包括するもの

⇒芸術や文学などのハイカルチャーだけではなく、
国境に支配されるものでもない

� 多文化理解とは （自文化を含めた）世界の多様な諸文化に対し、
ステレオタイプを超えた個別性を認めつつ、理解と共感を抱くこと

これらの“学び”を通じて・・・

� 他者と自己の双方を見つめる「探求心」と「広い視野」を獲得する

� グローバル化する社会の荒波に揉まれても「流されない自分」を見つける

2） 「言語・文化・コミュニケーションの教育の融合」
多文化理解への道筋



3） 学内での異文化交流の実現

� 学生数の20％程度を外国人留学生で構成

� 少人数制のゼミナールにも留学生が参加

� 外国語での異文化交流の実践的空間が日常に

留学生と外国語
（英語・ドイツ語・フ
ランス語）で交流し、
自分たちの語学力
と文化理解を向上
させる

留学生と日本
語で交流し、

留学生が日本
語・文化を学ぶ
サポートをする

多様な
背景を持つ
コミュニティ

を形成



３） 学内での異文化交流の実現

※2022年度国際文化コミュニケーション学科は
ウクライナの協定校からの交換留学生を受け入れ、
その日本語学習サポートを学生ボランティアがしています



世界各国の
協定校へ

交換留学や語
学研修が可能

入学時
より
留学
ガイ
ダンス

世界共通の
基準で

語学力を身に
つける

検定試験等

の受験推進
TOEFL/TOEIC

独検/仏検
等

長期留学に
対応できる柔
軟なカリキュ
ラム

４） 留学しやすい体制

� 東洋大学はアジア、ヨーロッパ、アフリカ、北欧、アメリカなど世界37カ
国・地域、217大学以上との国際協定を締結。（2022年2月28日現在）

� またISEP（世界各国の加盟校間で学生の交換留学を推進する大学連
合組織）による世界各国約300大学や、UMAP（アジア太平洋地域にお
ける高等教育機関間の学生・教職員の交流組織を目的として設立され
た国際団体）加盟校への交換留学も可能



５） アクティブな学びと将来への目配り

� 思考力、表現力、発信力、行動力の育成

⇒社会人基礎力の伸長

� 「言語と文化を学んだ専門性のある国際
人」として社会で活躍できるよう、資格取
得もサポート

� 実務家教員や学外専門家を招聘して、
社会との接点を作る機会を多く提供

� 学外での実習、インターンシップ機会の
充実

講義科目＋ゼミナール

卒業論文

・発見する～研究する
→レポート作成

発表
議論

“学び”の集大成
テーマ・方法論を
自分自身で選択し、
指導教員のもとで研究する



Ⅲ. 学科で取得できる資格

�中学・高校の英語教員免許

�司書、司書教諭

�学芸員

�日本語教員



Ⅳ. 学科教員紹介 (五十音順) 

� 朝比奈 美知子（教授） (フランス文学文化、比較文学文化)  大学院専攻長

� 石田 仁志 （教授） (日本近現代文学)

� 大野 寿子（教授） (ドイツ文学文化、伝承文学（グリム童話)

� 竹内美紀（准教授） （児童文学、翻訳論)

� 竹野谷 みゆき （教授） (社会言語学、語用論)

� 鷹取勇希（助教） （英語学、言語的文化的多様性、地域研究）

� 馬場今日子（教授） (英語学、第二言語習得)

� 萩原 喜昭 （教授） (電波天文学)      

� 平畑 奈美（教授） (日本語教育、国際人材育成論) 学科長

� 堀 ひかり（准教授） (視覚文化論、ジェンダー論、映像学)

� カブシク・アントニア（講師） (Teaching English to Speakers of Other Languages)

� 上見めぐみ（講師） (Second Language Acquisition)



IV. 卒業生の進路 (参考)

� 国際文化コミュニケーション学科の就職率は文学部トップ

� 例年90％以上の学生が就職

＊昨年度は、４年生の約６％が東洋大学大学院に進学

� 卒業者の就職先の例（過去実績および2021年度内定）

公務員、教育・学習支援業（教員）、（海外の大学での）日本語教員

一般企業、

医療事務職、人材派遣業、銀行、

日本語学校教職員、空港内業務関連職、

ホテル業、ブライダル関連業、

広告/映像制作業、

IT(インターネット技術・Webサービス等)



大学院文学研究科

国際文化コミュニケーション専攻
について

卒業後の進路の1つとして、2019年4月に本学科に直
結した大学院国際文化コミュニケーション専攻博士前
期課程・博士後期課程を開設しました。

英語を中核とした「言語コミュニケーション領域」と英・
独・仏・日の「国際文化領域」の2領域をカリキュラム
の柱とし、多言語多文化社会に対する深い理解力と
、グローバル社会への柔軟な適応力を身に付けた人
材のさらなる養成をめざしています。

英語トラックも開設しており、国際色豊かな大学院と
なっております。

学部４年間で語学力を蓄え大学院での海外留学を計
画したり、学部と大学院とで合計２回の交換留学を計
画したりする学生もいます。
大学院科目の先行履修制度（３年次より）もあります。



Ⅵ. 国際文化コミュニケーション学科の毎日



学科の学びのサポート体制 共同研究室

� 教育・研究・学科運営等に関わる諸業務遂行のために
使用されますが、特に皆さんの勉学や学生生活をサポ
ートするのが重要な使用目的となっており、学科のティ
ーチング・アシスタント（TA）がこの研究室でサポート業
務に当たってくれます。

� 場所は、6号館4階の部屋です。

� パンデミック以降、感染症対策(マスク着用、密集を避け

るため入室者の人数制限、室内換気、静粛、飲食の禁
止等)をして任務に当たっています。4月より、サーキュ

レーターを２台導入して、室内換気に利用しています。
学生が安全に利用できる環境の整備に努めています。

� 開室時間
＊通常学期中は基本的に、昼休みの13:00-14:00を除
いて、月曜から土曜、午前3時間(10/11:00-13:00)程度と
午後3時間程度(14:00-17/18:00)開室します。
＊国コミ共同研究室メールアドレス iccs@toyo.jp



国際文化コミュ
ニケーション学
科の共同研究
室

ゼミで必要な書
籍を探したり、
ティーチングア
シスタントに相
談がある学生
はこちらへ・・・



４階の国際コミ共同研究室の隣には
第二研究室があり（←）、日本語教育
専門のティーチングアシスタントがいま
す。
留学生のための「日本語クラブ」はこち
らです。↓

そしてそのとなりにはゆったりくつろ
げるベンチがありますが（↑）、こち
らではぜひともお静かに・・・



�新入生ガイダンス

�在校生ガイダンス

�英語教員志望者ガイダンス、日本語教員志望者ガイダンス

�留学生ガイダンス

�オンライン授業準備ガイダンス

�留学希望者向けガイダンス

�就職活動関係各種イベント

�その他 卒業論文報告会、大学院報告会、学生交流会 etc

各種ガイダンス



学科の学びの風景 （2017-2022)
様々な国からのゲストを迎え 豊かな国際交流を推進してきました



これまでの学科行事の例
2021～2022年度異文化自文化プロジェクト

「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト
� 2017年に「教育活動改革支援予算」による4年計画のプロジェクト（学

長施策）として選定

� コロナ禍中は、オンラインに切り替え、感染予防に配慮しながら実施。

オークランド大学（ニュージーランド）とのZoom交流会

� 2021年5月18日（日本時間）

台湾大学＆東洋大学Zoomインターゼミ

�開催日時：2021年6月1日（火）11:30～12:50



これまでの学科行事の例
2021～2022年度異文化自文化プロジェクト

「シルクロードの真珠 ウズベキスタンを知ろう

～ウズベキスタン世界言語大学（USUWL）
日本語学科学生たちとのＺＯＯＭ交流会」



これまでの学科行事の例
2021～2022年度
異文化自文化
プロジェクト

� 2022年度は英

語圏文化理解
プロジェクトを
中心に実施



これまでの学科行事の例
2021～2022年度
異文化自文化プロジェクト

講演会
「世界の絵本と国際アンデルセン賞」
講師 Dr. Junko Yokota

米国ナショナル・ルイス大学
名誉教授）



英語・外国語関係の講演会も多数実施



著名なゲストを招いての対面での講演会やセミナーも2021秋から再開



学外専門家の講演会、資格を生かして就職した卒業生の講演会
他学部とのコラボレーションも



戻ってきた学科のにぎやかな学び



８号館
入口

学生たちの姿が戻った
白山キャンパス

中庭

1-2号館
連絡通路下６号館



名物学食も再開



緑の白山キャンパス



そして再び海外へ！
国際文化コミュニケーション学科主催の海外研修

2023年度実施予定
ドイツ語圏文化研修（スイス）
⇐本学提携校スイスチューリヒ大学本部前広場
からの眺め
撮影：Hisako Ono（2019.9）

2022年度海外日本語教育実習
（ウズベキスタン）2023.3.15
サマルカンド
世界遺産レギスタン広場にて⇒



付記

本学科新入生への言葉

ー学科長祝辞ー



新入生の皆さん、東洋大学文学部国際文化コミュニケーション学科へのご入学おめでとうございます。

この大学の学生たちもそうでしたが、皆さんもこの２年間、オンライン授業が続き、たくさんの不便、
不安、孤独に直面してきたと思います。それらの問題を乗り越えて、ここまで進んできた皆さんの勇気
を称えます。本当に、よくがんばりました。

さて、国際文化コミュニケーション学科は、世界のことばや文化を学ぶ学科です。世界の各地の伝承にお
いて、ことばというのは、単なる道具ではなく、特別な力のあるものだと考えられています。

日本という国のことを、昔の人は、「ことだまの幸う国」と言いました。言葉には霊的な力があり、それに
よって祝福された国ということですね。外国でも、たとえば、旧約聖書には、「万物は言葉によってなり、
言葉によらずなったものは一つもなかった」とあります。現代の西洋諸語には、「言葉の人」という表現
があります。英語では、man of his word となります。どういう意味かわかりますか？約束を守る人
という意味です。

言葉は、ただのツールではなく、人が人として責任を果たし生きていくための、重い意味のあるもの、天
から与えられた特別な力を持つものだと人間は考えてきたのです。

皆さんはこの学科で、卒業までに、さまざまな言語の、言葉の力をしっかりと身につけてください。ただ
試験の点を上げるだけでなく、その特別な力を使って、この地球上で、この激変する世界の中で、自分
は何をするのかを考えてください。



私は日本語教師です。日本語を世界の人に学んでもらうために、これまで34の国を訪問し、5つの
国で生活してきました。

その5つの国の一つが、ウクライナです。20世紀の終わるころ、私は、その首都キーウに2年間住ん
でいました。最近、ウクライナのことを、毎日思い出します。

こんなこともありました。ユダヤ系ウクライナ人の友達が、「私たちは、自分の子どもに、ピアノより
バイオリンを習わせる」と言ったんです。

日本と違いますよね。どうしてでしょうか。

皆さん挙手してください。

1.  バイオリンのほうが音がきれいだから

2．バイオリンのほうが早く上達するから

3．バイオリンのほうが軽いから

答えは3です。

危機を知る国民は、持って逃げられるものしか持たないと。

そしてバイオリンさえも持って逃げられない禍に襲われた時、私たちが持って逃げるのは教育だと。
どんな暴力も、どんな権力も、受けた教育だけは、人間から奪うことができないと。



どこの大学で何を学び、どんな資格を取ったか、そういうことも大切でしょう。

ですが、皆さんの人生を左右するのは、皆さんがその教育によって、どのような人になったか、
何を選び、何をする人になったかということです。

皆さんがこれから生きていく時代にも、危機は待ち受けているでしょう。その時皆さんを支え
る力となる教育を、私たち国際文化コミュニケーション学科一同は、皆さんに与えたい、そのた
めに全力を尽くします。

皆さんも全力で4年間を駆け抜けてください。

以上で私のご挨拶を終わります。

国際文化コミュニケーション学科

学科長 平畑奈美


